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1.  オープンアクセスとは
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オープンアクセスとは

＜メリット＞
 情報アクセスの平等化
 研究成果の共有と再利用の促進

→学際的な研究やイノベーションの創出
→成果を社会に還元

 論文が引用される機会がUP
 自分の論文をいつでも確認できる

学術論文に対して誰もがインターネットを介して
無料でアクセスして利用できるようにすること
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論文をオープンアクセスにする方法

機関リポジトリで 投稿先のジャーナルで

オープンアクセスジャーナル
に投稿する場合：
出版社に論文投稿料（APC）を
支払って投稿する

オープンアクセス選択式
ジャーナルに投稿する場合：
オープンアクセス論文にする
ことを指定して投稿する
投稿料にオープンアクセス費
が加算され割高になる

無料 （オープンアクセス費が
節約できる）

投稿先出版社の規定で
登録できる版 [発行版/著者最
終稿]に制限あり

公開可能時期 [投稿後即時/猶
予期間（エンバーゴ）有]が異
なる

無料で 有料で

グリーンOA ゴールドOA
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OA費用を含んだ
投稿料(APC)が必要

OA論文にすると投稿料
が割高になることも

投稿料を支払っても
OAにはならない

誰でも無料で
全ての論文が読める

OA論文は誰でも読めるが、
OAでない論文は
購読しないと読めない

購読しないと
論文が読めない

$

OAでない または
紙のジャーナル

公開の種類 OAにするための著者の負担 誰が読める?

$$$

$$$

$

OAジャーナル

OA選択式
ジャーナル

$$$

$

ジャーナルでオープンアクセスに ゴールドOA
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登録料不要 誰でも無料で
全ての論文が読める

公開の種類 OAにするための著者の負担 誰が読める?

KURENAI
（京都大学学術情報リポジトリ）

ただし、KURENAIに登録できるのは、出版社が許可する条件の範囲内だけ。
共著の場合は、共著者の合意も必要。

（条件の例）
・著者最終稿であれば、機関リポジトリでの登録・公開OK

・出版から1年後であれば、機関リポジトリでの登録・公開OK

機関リポジトリ（KURENAI）でオープンアクセスに グリーンOA（セルフ・アーカイブ）

京都大学オープンアクセス方針
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京都大学学術情報リポジトリ
KURENAI
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https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp

2006年10月公開
本文付き登録件数：約17万件
日本最大級の機関リポジトリ

収録対象：京都大学において作成された
研究・教育活動の成果物

https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/


KURENAI に登録すると…
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アクセス状況を毎月お知らせ
（希望した登録者のみ）



2.  京都大学オープンアクセス方針
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京都大学オープンアクセス方針

（趣旨）
１．京都大学は、本学に在籍する教員（以下「教員」とい

う。）によって得られた研究成果に対する学内外から
の自由な閲覧を保証することにより、学術研究のさら
なる発展に寄与するとともに、情報公開の推進と社会
に対する説明責任を果たすために、オープンアクセス
に関する方針を以下のように定めるものとする。

 2015年4月28日採択
 京都大学の教員が生み出した学術論文等の研究成果を

京都大学学術情報リポジトリ(KURENAI)により、
インターネット上で原則公開することを定めたもの。
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オープンアクセス方針が定めること
本学に在籍する

教員は
研究成果を KURENAIに

登録する

常勤の
・教授
・准教授
・講師
・助教(有期/無期問わず)

• 学術雑誌に
掲載された論文

• 2015年4月28日
以降に出版されたもの
(それ以前のものは登録任意)

• リポジトリ登録システムで
論文ファイルを登録申請。

• 登録が可能な版や公開可能時期
などは附属図書館で調査の上、
論文を公開。
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3. 京都大学学術情報リポジトリKURENAI 
登録の手順
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登録の手順

① 共著者全員の合意を得る
② 論文ファイルを用意する
③ リポジトリ登録システムから

登録申請する またはメール申請する

登録の可否についての出版社ポリシーの確認は
図書館がやります！
※KURENAIに登録することによって、著作権の所在は移転しません。
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① 共著者の合意確認

 文書で残しておく必要はありません
（メールでOK)

 証拠書類の提出は求められません
（登録システムでは「共著者全員の同意を
得ました」にチェックを入れる）

 メール雛形をご活用ください
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/uploads/OA_co-authors.docx

 連絡が取りやすい間（投稿前など）に確認して
おくことをお勧めします。
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②論文ファイルを用意

「機関リポジトリと著作権」（北海道大学附属図書館作成）より抜粋
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論文ファイルの「版」

どの版の論文ファイルを登録？

→ 出版社のポリシーによって異なる

→リポジトリ登録システムの
「許諾条件」欄でご確認ください。
※SPS-IDをお持ちでない方は、著者最終稿をお送りください（後述）
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「登録システム」申請画面例

「許諾条件」
図書館があらかじめ調査した
出版社ポリシーが表示される
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論文ファイルの「版」
登録システム
記載の「版」 不明 著者稿 出版社版

ファイル
の添付

必要(著者最終稿) 不要

著者が
著者最終稿を添付する

※「不明」の場合、図書館が調査
して出版社版が可能であれば、そ
ちらに差し替えます。

図書館が
購読誌から入手

(著者は添付不要)
※京大が購読していない掲載誌
の場合は、あとでファイルのご
提出をお願いすることがありま
す。
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③リポジトリ登録システムの概要
 2016年3月公開（試行）。2017年4月本運用開始。

 ユーザは教職員アカウント「SPS-ID」を持った教員。

 抄録・引用文献データベース「Scopus」や研究者
データベース「researchmap」からデータを取得し、
ユーザごとに表示。

researchmap

Scopus
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リポジトリ登録システム

http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/1370229

リポジトリ登録システムマニュアル

https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher/
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登録申請の方法

登録したい論文が……

(A) 一覧にある
→ そのデータを選択して登録

(B) 一覧にない
→ 新しくデータを入力する
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リポジトリ登録システム トップ画面
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一覧にない論文は「新規登録 - 本システムのみ」から手入力で登録できます

「未登録」一覧には……
・2015年以降の論文情報が表示されます。
・Scopusおよびresearchmap から情報を取得しています。

※未登録一覧にない文献を大量に登録したい
場合は、図書館にご相談ください。
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(A)「未登録」一覧から登録申請 [Step1]

1

未登録一覧から登録する論文を選択し、
「申請開始」ボタンをクリック
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(A)「未登録」一覧から登録申請 [Step2]

論文情報を確認する
DOI、ジャーナル名、出版社、
タイトル、著者

2

4

3

版： 不明 / 著者稿 ＝著者最終版を添付
出版社版 ＝ファイル添付不要

公開種別： 即時公開 / エンバーゴ期間
(期間6か月) / 版元要照会(申請) / 図書館
確認中 など。 → どの条件でも即申請可

許諾条件を確認する
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(A) 「未登録」一覧から登録申請 [Step3]

5

6

7

必要に応じてファイルを添付し、
各合意欄にチェックを入れて、
「送信」ボタンをクリック

論文ファイルを
アップロードする必要が

あるかどうかは
許諾条件(③)の「版」

を確認する
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(A) 「未登録」一覧から登録申請 [申請終了]
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申請が終了すると、「未登録一覧」から「図書館処理中」に移動し、
右端のボタンが「申請開始」から「詳細」に変わる

その後、図書館がKURENAIに登録すると「完了済」に移動する。



(B) 新規登録申請（「本システムのみ」）

1

2
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適用例外申請 登録できない事情がある場合

一覧から該当論文の「申請開始」ボタンをクリックして「適用例外」ボタンで手続
きします。

1

2

3

京 大
OA方針 第 項3 公開が不適切と著者が申し出た場合は、公開しない
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[オプション] 代理入力者登録

教員が代理入力者を登録する 代理人が代行作業可能となる

1

2

2

3

1

京大 太郎 Taro Kyodai taro123kyodai

「代理入力者登録」で代理入力者を登録すれば著者に代わって登録申請できます。
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[オプション]教育研究活動データベースと
の連携

1

2

https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher?kyouindb=1

新規登録 から 「活動DBにも登録」を選んで登録すると、教育研究活動データ
ベースに登録することができます。
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https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher?kyouindb=1


リポジトリ登録システム以外での登録
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学生の方など、SPS-IDをお持ちでない方は

「登録書」と論文ファイルをメールで
送ってください。

登録書の書式、宛先など、詳しくは…

京都大学学術情報リポジトリKURENAIへの登録手順
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13090

1. 学生の方は、指導教員の許可をもらってください
2. メール本文に登録書を貼り付け、論文ファイルを添付してください

・ 論文ファイルは、とりあえず「著者最終稿」を送ってください。
出版社版が可能だった場合は、図書館で差し替えます。

・ 申請は、kyoto-u ドメインのメールアドレスからのみ可。
・ 学生が登録申請する場合は、指導教員のメールアドレス

（kyoto-u ドメインのもの）に必ずccしてください。



登録までの流れ（例：学術雑誌掲載論文）

著作権（出版社ポリシー）の確認
出版者版 or 著者版？
即OK or ○か月後ならOK?

KURENAIに登録 登録しない

指導教員の許可を得る

著者

図書館

学生の場合 教員の場合

NG!OK!

共著者の合意を得る 連絡が取りやすいうち
（投稿前など）に
確認しておく

登録システムで指定の稿
(「不明」の場合は著者最終稿）
を用意

調査したポリシーは
登録システムに順次
反映
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登録書と
著者最終稿を
メールで



4.  質疑応答
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問い合わせ先

参考: 図書館機構Webサイト

• 京都大学オープンアクセス方針
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13092

• KURENAI 登録手順
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13090

• リポジトリ登録システムマニュアル
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/1370229

附属図書館 学術支援課 学術支援掛
repository ＠ mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
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